
適性検査Ⅰ（理系）
大問１（配点50点）

①ルール理解

②条件整理

③小問の正答で
大問が解ける構図

令和６年度 開成中一次検査



条件整理から
５チームの
発表順番を
決める

細かいルールから
条件整理

令和６年度 開成中一次検査



10チームの
発表順番を
決める
↓

条件整理から
徐々に
絞っていく

令和６年度 開成中一次検査

前半の問題と解き方を元に
条件整理



適性検査Ⅰ（理系）
大問２（配点50点）

①条件整理と並べかえ

②図形の回転移動

③規則性の発見と応用

令和６年度 開成中一次検査



令和６年度 開成中一次検査

大問１より更に複雑な
ルールと場合分け

1秒ごとに回転移動→
6秒で1回転の規則性を見つける



令和６年度 開成中一次検査

小問の段階で法則を理解し、
正答ポイントを探す（→Fの島）

最終問題はGから回転移動する島を
すべて通ってFの島までたどり着く

（正答は４種類、2個で20点、1個なら10点）



適性検査Ⅰ（理系） 総括

最初に「全体を確認」してから
「時間配分」を正しく設定すること

複雑な図形に対して規則性を見つけて
「アウトプット」しながら「冷静に検証」する

条件からパターンを想定し「粘り強く」
解いていく「思考力」と「判断力」が大切

令和６年度 開成中一次検査



適性検査Ⅱ（文系）
大問１・２（配点各50点）

①深い読解力と思考力

②的確な記述力

③課題を見つけ
改善する課題解決力

令和６年度 開成中一次検査



令和６年度 開成中一次検査

「目標を達成できたかどうか」
会話文と資料を読み取り考察する

ただし、「達成できた、できていない」に
ついては明記されておらず、自ら考え、
基準に則り回答しなければならない



令和６年度 開成中一次検査



「課題解決のための具体的内容」に
なっているかが最大のカギ

（１）同様に資料を踏まえて回答する
採点基準と照らし合わせると

20点から25点は取れていると推測

令和６年度 開成中一次検査



令和６年度 開成中一次検査

大問１【時間配分】１５分程度
（１）読み取り→記述５分

（２）記述１５０～２００字
１０分以内に書ききる



箇条書きのメモからの引用＋メモから
「創造」して記述する問題

300字以上350字以内の指定は
記述文字数的に昨年同様

過去最大級

令和６年度 開成中一次検査



文章の体裁は「お手紙」
メモの引用は昨年の「指定語句」の

ニュアンスを踏襲している

行動から予想される「思い」を
「想像」し記述できるかどうかで
点数が大きく変わってくる

令和６年度 開成中一次検査



令和６年度 開成中一次検査

大問２【時間配分】２５分程度

・読み取り ５分 ・文章構成 ５分

・記述 ３００～３５０字
１５分以内に書ききる



適性検査Ⅱ（文系） 総括

令和６年度 開成中一次検査

大問１は「昨年度より難化」
大問２は「同難易度」な印象

「読み取る力」と「まとめる力」に加え、
「課題解決力」が求められる

さらに「想像力」と「記述力」の対策が
更なる加点のために「今後必須」となる
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